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『広橋兼胤公武御用日記』から見る 
公啓法親王の相続事情

――宮門跡秩序に同調する輪王寺宮――

Analysis of the “Hirohashi Kanetane Koubu Goyo Nikki”  
The Inheritance Situation of Prince Koukeiho of the Rinnojinomiya:  

The Rinnojinomiya in sync with the Miya-monzeki

松本　大輝

キーワード：輪王寺宮，公啓法親王，公遵法親王，附弟，宮門跡秩序

　This paper analyzes the “Hirohashi Kanetane Koubu Goyo Nikki” （here-
after “Kanetane Ki”） inheritance process concerning Rinnojinomiya and the 
Miya-monzeki in Kamigata and compares the two to clarify the changes 
that Rinnojinomiya underwent in the mid-Edo period.
　Rinnojinomiya was established in the early Edo period and is character-
ized by the Edo shogunate’s central role in establishing Rinnojinomiya. In 
contrast, Miya-monzeki sites generally have a strong relationship with the 
imperial court. Therefore, in the early Edo period, Rinnojinomiya appears 
superior to other Miya-monzeki sites.
　However, by the mid-Edo period, as discussed in the “Kanetane Ki”, the 
succession process had shifted from the Prince of the emperor’s family to 
the Prince of the imperial family, as in the case of the imperial family in 
the Kamigata region, indicating that Rinnojinomiya complied with the 
existing order of Miya-monzeki.
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　In addition, Chioninomiya, who was also involved with the Edo shogu-
nate, became a son of the Tokugawa family and was treated by the impe-
rial court as an independent entity from the existing imperial prince-at-
arms order. In contrast, Rinnojinomiya received some consideration from 
the imperial court and was treated as the existing imperial prince-at-arms 
order. However, Rinnojinomiya was an independent entity.
　Thus, the “Kanetane Ki” shows how the Rinnojinomiya was adapted into 
the existing Miya-monzeki order. Although Rinnojinomiya continued to 
exist as the head of Nikko Mountain for 200 years during the Edo period, 
no comprehensive study has yet been conducted. Therefore, continuing to 
enhance the basic research on Rinnojinomiya through such activities is 
essential.
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は
じ
め
に

　

明
暦
元
年
（
一
六
六
五
）
十
一
月
二
十
六
日
、
江
戸
時
代
の

宗
教
上
の
ト
ッ
プ
と
し
て
宮
門
跡
で
あ
る
輪
王
寺
宮
が
成
立
し

た
。
宮
門
跡
は
、
皇
族
を
貫
主
と
し
て
迎
え
る
事
か
ら
、
本
来

は
朝
廷
と
の
関
係
が
中
心
と
な
る
が
、
輪
王
寺
宮
は
、
徳
川
家

を
祀
る
と
い
う
目
的
か
ら
江
戸
幕
府
と
の
関
係
が
中
心
に
な
る

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、

宗
教
権
力
に
関
す
る
分
析
を
行
う
上
で
、
こ
の
特
徴
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
先
行
研
究
上
の
分
析
に
お
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
輪

王
寺
宮
が
明
暦
元
年
の
成
立
以
降
、
公
現
法
親
王
が
還
俗
す
る

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
迄
の
間
、
存
続
し
続
け
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
の
分
析
が
初
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
守
澄
法
親
王

の
時
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る（
一
）。
こ
れ
は
輪
王
寺

宮
研
究
が
江
戸
時
代
に
お
け
る
宗
教
行
政
研
究
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
宗
教
行
政
を
担
当
し
た
天
海
僧
正

に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
守
澄
法
親
王
が
扱
わ
れ
て
い
る

他
、
輪
王
寺
宮
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
史
料
が
乏
し
い
事（
二
）

が
考
慮
さ
れ
る
。
近
年
で
は
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
奥
羽
越
列
藩

同
盟
の
盟
主
を
務
め
た
公
現
法
親
王
に
対
す
る
注
目
や（
三
）、
史

料
と
し
て
『
浅
草
寺
日
記
』
の
翻
刻
が
進
み
、
輪
王
寺
宮
を
中

心
と
し
た
浅
草
寺
秩
序
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ（
四
）、
輪
王
寺

宮
に
関
す
る
研
究
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
研
究
と

し
て
は
不
十
分
な
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
つ
目
と
し
て
は
他
の
宮
門
跡
と
の
比
較
に
よ
る
検
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討
が
、
宗
教
権
力
上
で
の
比
較
に
留
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
輪
王
寺
宮
が
い
か
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
宗
教
上
の

ト
ッ
プ
と
し
て
機
能
し
た
か
を
分
析
す
る
た
め
に
、
他
の
宮
門

跡
と
比
較
さ
れ
る
た
め
で
あ
る（
五
）。
し
か
し
輪
王
寺
宮
そ
の
も

の
を
分
析
し
て
い
く
場
合
、
よ
り
様
々
な
観
点
か
ら
輪
王
寺
宮

と
他
の
宮
門
跡
を
比
較
し
て
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
輪

王
寺
宮
と
他
の
宮
門
跡
と
の
相
違
性
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
、

当
時
に
お
け
る
輪
王
寺
宮
の
よ
り
正
確
な
姿
を
導
き
出
す
事
が

可
能
と
な
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
で
の
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』（
以
下
『
兼
胤
記
』）
を
通
し
て
当

時
の
宮
門
跡
事
情
を
把
握
し
、
輪
王
寺
宮
に
対
す
る
分
析
を
試

み
る
。『
兼
胤
記
』
と
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
か
ら
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
ま
で
武
家
伝
奏
役
を
勤
め
た
廣
橋
兼
胤
の

役
務
日
記
で
あ
り
、
そ
の
任
期
の
長
さ
か
ら
、
数
あ
る
武
家
伝

奏
日
記
の
中
で
も
膨
大
な
量
を
誇
り
、
纏
ま
っ
た
内
容
が
現
代

に
ま
で
伝
存
し
て
い
る
特
徴
を
持
っ
た
史
料
で
あ
る（
六
）。
ま
た

『
兼
胤
記
』
は
内
容
に
お
い
て
も
、
朝
廷
内
の
政
治
か
ら
、
所
司

代
を
通
じ
て
の
江
戸
幕
府
と
の
や
り
取
り
の
他
、
各
種
重
大
事

件
に
対
す
る
対
応
、
各
宮
門
跡
の
相
続
事
情
な
ど
、
そ
の
内
容

は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

　

輪
王
寺
宮
に
関
連
す
る
記
録
は
、
複
数
の
史
料
に
渡
っ
て
、

疎
ら
に
残
さ
れ
て
い
る
事
が
多
く
、
一
つ
の
史
料
に
纏
ま
っ
て

残
っ
て
い
る
『
兼
胤
記
』
は
輪
王
寺
宮
に
と
っ
て
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
輪
王
寺
宮
と
他
の
宮
門
跡
と
を
比
較

す
る
た
め
に
は
、
京
の
朝
廷
を
中
心
と
し
た
上
方
宮
門
跡
の
体

系
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
『
兼

胤
記
』
は
相
応
し
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
『
兼

胤
記
』
が
扱
う
寛
延
三
年
か
ら
安
永
五
年
と
い
う
時
代
は
、
輪

王
寺
宮
を
含
め
た
様
々
な
宮
門
跡
に
お
い
て
皇
子
不
足
を
理
由

と
し
た
附
弟
（
後
継
者
）
の
選
定
に
関
す
る
問
題
が
顕
在
化
す

る
時
代
で
あ
り
、『
兼
胤
記
』
に
お
い
て
も
各
宮
門
跡
の
附
弟
事

情
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
兼
胤
記
』
は
、
同
一
の
史

料
上
に
て
輪
王
寺
宮
と
上
方
宮
門
跡
の
双
方
に
つ
い
て
幅
広
く

触
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
附
弟
の
選
定
と
い
う
共
通
の
課
題
に

対
す
る
各
々
の
宮
門
跡
の
対
応
の
比
較
が
可
能
な
史
料
と
な
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
『
兼
胤
記
』
は
、
各
宮
門
跡
と
の
比
較
を
通

し
て
輪
王
寺
宮
を
分
析
す
る
の
に
最
適
な
史
料
な
の
で
あ
る（
七
）。

　

な
お
『
兼
胤
記
』
は
前
述
し
た
通
り
そ
の
内
容
が
膨
大
で
あ

る
事
か
ら
、
本
稿
で
は
宝
暦
五
年
ま
で
の
内
容
を
中
心
に
扱
う
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点
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
こ
れ
以
降
の
史
料
の
引
用
に
際

し
て
史
料
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
全
て
『
兼
胤
記
』
か

ら
の
引
用
で
あ
り
、
史
料
引
用
中
の
（　

）
内
は
、
す
べ
て
引

用
者
に
よ
る
。

第
一
章
　『
兼
胤
記
』
に
お
け
る
時
代
背
景
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
ま
ず
『
兼
胤
記
』
に
お
け
る
、
輪
王
寺
宮
を
中
心

と
し
た
当
時
の
世
相
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
前
章
で
述
べ
た

通
り
、『
兼
胤
記
』
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
六
月
か
ら
そ

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
延
三
年
と
い
う
の
は
輪
王
寺

宮
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
年
十
月
に

第
五
代
輪
王
寺
宮
の
公
遵
法
親
王
が
、
公
啓
法
親
王
を
附
弟
と

し
て
定
め
、
そ
れ
ま
で
天
皇
家
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
輪
王
寺
宮

が
初
め
て
親
王
家
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

公
啓
法
親
王
が
附
弟
に
選
ば
れ
た
事
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
公
啓
法
親
王
か
ら
み
る
輪
王
寺
宮
の
基
礎
研
究
」（
八
）

に
て
取
り
上
げ
た
た
め
、
要
点
の
み
に
触
れ
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
。

同（
芝
山
前
宰
）

卿
被
示
、
尹
（
直
仁
親
王
）
宮
よ
り
伝
言
云
、
輪
王
寺
宮
御
附
弟
曼（
公
啓
法
親
王
）

殊
院
宮

被
定
度
之
由
自
輪
（
公
遵
法
親
王
）
門
平
（
直
仁
親
王
）
宮
へ
御
望
御
内
談
候
、
未
被
及
返

答
彼
是
思
慮
之
間
、
自
輪
門
被
登
使
者
竹

（
公
啓
法
親
王
）
門
江
直
ニ
被
仰

入
候
、
近
々
表
向
願
可
出
候
間
、
心
得
ニ
御
物
語
被
成
被
置

由
也
、
同

江
示
伝
了

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年

　

一
八
～
一
九
〕

　

こ
れ
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
七
月
五
日
条
の
記
述
で
あ

り
、
第
七
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公
遵
法
親
王
が
、
曼
殊
院
宮
で

あ
る
公
啓
法
親
王
を
そ
の
附
弟
と
定
め
た
い
旨
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
公
啓
法
親
王
は
閑
院
宮
家
出
身
の
皇
子
で
あ
り
、
既

に
曼
殊
院
宮
の
跡
を
継
ぐ
事
を
定
め
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
輪
王
寺
宮
の
附
弟
に
し
た
い
と
の
希
望
が
公
遵
法
親
王
か

ら
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
公
啓
法
親
王
を
輪
王
寺
宮

の
附
弟
に
定
め
て
し
ま
っ
た
場
合
、
曼
殊
院
宮
が
宮
門
跡
の
い

な
い
無
住
の
門
跡
寺
院
に
な
っ
て
し
ま
う
問
題
な
ど
を
抱
え
て

い
た
が
、
こ
の
後
、
公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
と
な
る
一
方
で

曼
殊
院
宮
も
預
か
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
紆
余
曲
折

が
あ
り
な
が
ら
も
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
十
月
二
十
六
日
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に
勅
許
が
出
さ
れ
る
形
で
無
事
公
啓
法
親
王
が
公
遵
法
親
王
の

附
弟
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
公
啓
法
親
王
が
附
弟

に
定
め
ら
れ
た
後
に
は
関
東
の
方
へ
と
下
向
し
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
に
病
身
を
理
由
に
公
遵
法
親
王
が
隠
居
す
る
形
で

公
啓
法
親
王
へ
と
そ
の
地
位
が
譲
ら
れ
て
い
る
。

　

輪
王
寺
宮
と
い
う
の
は
代
々
天
皇
家
か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り
、

な
ぜ
閑
院
宮
家
出
身
で
あ
る
公
啓
法
親
王
が
曼
殊
院
宮
か
ら
移

住
さ
せ
て
ま
で
選
ば
れ
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
は
深
刻
な

皇
子
不
足
が
宮
門
跡
全
体
で
問
題
と
な
っ
て
お
り（
九
）、
輪
王
寺

宮
に
お
い
て
も
、
公
啓
法
親
王
を
移
住
さ
せ
な
け
れ
ば
輪
王
寺

宮
を
維
持
で
き
な
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
た
事
が
考
察
さ
れ

る
。
ま
た
公
啓
法
親
王
の
出
身
で
あ
る
閑
院
宮
家
は
、
そ
の
由

来
か
ら
江
戸
幕
府
と
の
関
係
が
深
く（
一
〇
）、
天
皇
家
か
ら
皇
子

を
選
出
し
な
い
で
済
む
朝
廷
と
、
特
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
親

王
家
か
ら
輪
王
寺
宮
を
選
出
で
き
る
江
戸
幕
府
と
の
利
害
関
係

が
一
致
す
る
人
物
と
し
て
公
啓
法
親
王
が
附
弟
と
し
て
選
ば
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
輪
王
寺
宮
に
関
し
て
言
及
し
て
き
た
が
、
朝
廷
に

お
い
て
も
寛
延
三
年
と
い
う
の
は
重
大
な
年
と
な
っ
て
い
る
。

同
年
四
月
に
桜
町
上
皇
が
崩
御
し
、
桜
町
上
皇
の
院
政
か
ら
桃

園
天
皇
の
治
世
へ
移
行
し
た
た
め
で
あ
る
。
桃
園
天
皇
は
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
未
だ
十
歳
に
満
た
な

い
程
の
幼
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
朝
廷
内
の
政
務
に
関
し

て
は
摂
政
で
あ
る
一
条
道
香
が
実
権
を
握
り
、
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
に
辞
め
る
ま
で
そ
の
体
制
は
存
続
し
た
。
天
皇
が

幼
年
で
あ
る
事
は
宮
門
跡
を
含
め
た
宗
教
関
係
者
に
も
関
わ
る

問
題
が
あ
り
、
そ
れ
が
寛
延
三
年
九
月
二
十
四
日
条
に
記
さ
れ

て
い
る
。

攝（
一
条
道
香
）
政
殿
被
命
、

　
（
中
略
）

　

一 

地
下
輩
諸
司
・
諸
大
夫
・
坊
官
等
官
位
之
儀
、
同　

故（
桜
町
上
皇
）
院
思
食
制
法
被
定
置
候
、
兩
頭
江
被
仰
渡
候
、
其
紙

面
自
兩
頭
可
覽
事
、

　

一 

宮
方
附
弟
相
續
等
、　

當
今
之
御
養
子
・
御
猶
子
等
被
相

願
候
人
有
之
候
共
、
決
而
難
相
成
候
、
皇
子
降
誕
之

已
前
之
事
也

、
是
又　

故
院
思
食
ニ
而
有
之
事
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

八
六
〕

　

こ
れ
は
桜
町
上
皇
の
遺
詔
と
し
て
一
条
道
香
か
ら
出
さ
れ
た
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寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」（
一
一
）で
あ
り
、
⑴
地
下
諸
司
・
諸
大

夫
・
坊
官
等
の
官
位
の
扱
い
に
つ
い
て
蔵
人
頭
へ
預
け
た
事
、

⑵
附
弟
、
相
続
な
ど
に
お
け
る
養
子
・
猶
子
の
要
望
は
天
皇
の

皇
子
が
誕
生
す
る
ま
で
難
し
い
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

九
月
二
十
七
日
条
に
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
諸
社
之
祠
官
如　

神
官
被
停
止
之
由
、
去
廿
四
日
、
櫻
町
院
御
在
世
中
思
食
ニ
而

有
之
候
由
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

八
八
〕
と
社
家
任
官
停
止
の
事
が
伝
え
ら
れ
、
輪
王
寺
宮
に
関

し
て
も
同
日
条
中
に
「
輪
王
寺
宮
諸
大
夫
譜
代
之
者
、
自
從
五

位
下
可
申
上
、
取
立
新
家
之
者
ハ
、
自
正
六
位
下
可
申
上
候
」

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

八
九
〕
と
輪
王

寺
諸
大
夫
の
官
位
の
規
定
に
つ
い
て
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
朝
廷
内
か
ら
、
宮
門
跡
や
、
そ
の
支
配
下
の
者
ま
で

官
位
に
つ
い
て
厳
し
く
規
定
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
こ
の
寛
延

三
年
の
「
官
位
御
定
」
は
そ
の
厳
し
い
官
位
の
規
定（
一
二
）や
、

桜
町
上
皇
崩
御
後
に
唐
突
に
一
条
道
香
か
ら
申
し
出
さ
れ
た
事

も
あ
り
、
朝
廷
内
外
か
ら
の
反
発
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。
最

終
的
に
は
寛
延
三
年
の
十
二
月
二
十
七
日
条
に
次
の
よ
う
な
形

で
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

一 

攝（
一
条
道
香
）

政
殿
被
命
、
先
達
而
諸
社
之
祠
官
被
停
官
、
門
跡
方
諸

大
夫
被
停
官
位
、
坊
官
被
停
呼
名
候
儀
、
前
ゝ
之
通
有
之

候
様
ニ
と
、
關
東
よ
り
申
來
ニ
付
、
可
爲
前
ゝ
之
通
、
今

度
被　

仰
出
候
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

一
八
二
〕

　

こ
れ
は
幕
府
か
ら
の
進
言
に
よ
り
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」

以
前
の
状
態
へ
と
復
旧
す
る
よ
う
に
一
条
道
香
が
命
じ
た
も
の

で
あ
る
。
官
位
の
停
止
は
最
終
的
に
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
は
い

え
、「
官
位
御
定
」
は
朝
廷
内
に
て
混
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
桃
園
天
皇
が
幼
年
で
あ
っ
た
た
め
に
混
沌
と
し
た
時

期
で
あ
っ
た
と
言
え
る（
一
三
）。

　

な
お
こ
の
幕
府
か
ら
の
進
言
に
関
連
し
て
、「
官
位
御
定
」
取

り
下
げ
の
前
段
階
に
輪
王
寺
宮
が
関
わ
っ
て
い
る
点
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。
次
に
見
る
の
は
寛
延
三
年
十
二
月
一
日
条
の
も

の
で
あ
る
。

一 
入
夜
依
攝
（
一
条
道
香
）
政
御
消
息
參　

内
、
輪（
公
遵
法
親
王
）

王
寺
准
后
よ
り
内
ゝ
以

書
狀
書
付
到
來
之
由
、　

被
爲
見
之
、　

如
左
、

　

一 
諸
社
司
官
被
停
止
候
事
、
將（
徳
川
家
重
）

軍
家
江
御
内
慮
も
無
之
被　



－199（8）－

仰
出
候
故
、
被
尋
遣
候
處
、
不
御
心
附
御
迷
惑
之
段
御

返
答
ニ
候
由
、
就
夫
、
此
儀　

櫻
町
院
御
在
世
之
内
被　

仰
出
、
當
地
江
御
内
慮
被
仰
進
候
と
も
、
年
久
敷
社
家

一
統
任
官
致
來
候
処
、　

被
停
止
候
而
者
、
諸
國
大
勢
社

家
難
儀
之
至　

ニ
思
召
候
間
、
被
停
止
之
被　

仰
出
者

被
差
止
候
様
ニ
可
被
仰
進　

大
（
徳
川
家
重
）
樹
思
召
ニ
候
、
然
處
此

度
御
内
慮
も
無
之
被　

仰
出
相
濟
候
事
、
御
取
計
不
被

行
屆
如
何
ニ
思
召
候
旨
承
之
候
、
何
れ
ニ
も
社
家
任
官

之
事
、
前
ゝ
之
通
可
被
成
と
の
内
ゝ
沙
汰
ニ
候
、

　

一 

諸
門
跡
坊
官
位
階
を
稱
候
事
・
諸
大
夫
官
位
被
止
候
事
、

个
様
之
儀　

御
内
慮
不
被
仰
進
相
濟
來
候
事
ニ
候
と
も
、

今
度
者
有
來
候
を
被
改
被
差
止
候
事
ニ
候
得
者
、
當
地

江
御
内
慮
可
有
之
儀　

思
召
候
旨
承
之
候
、

右
兩
條
、
表
立
被
仰
遣
候
者
、
早
　ゝ

奏
聞
被
有
之
、　

如
元
被
仰
出
候
様
、　

御
取
計
可
被
成
候
、
御
取
計
之
品

ニ
よ
り
て
は
如
何
之
沙
汰
ニ
候
、　

櫻
町
院
御
在
世
之
内

者
内
ゝ
御
治
定
之
事
た
り
と
も
、
當
地
江
御
内
意
有
之
、

思
召
ニ
被
任
候
御
事
与
沙
汰
ニ
候
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

一
五
四
〕

　

こ
れ
は
公
遵
法
親
王
か
ら
兼
胤
へ
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。

寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
に
お
い
て
、
任
官
の
停
止
を
差
し

止
め
る
よ
う
に
求
め
る
徳
川
家
重
の
意
向
を
公
遵
法
親
王
が
伝

え
た
も
の
で
あ
り
、
公
遵
法
親
王
自
身
も
以
前
の
状
態
に
戻
す

よ
う
に
勧
め
て
い
る
。

　

こ
の
公
遵
法
親
王
の
書
状
は
一
条
道
香
を
当
惑
さ
せ
、「
官
位

御
定
」
を
取
り
下
げ
さ
せ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、

朝
幕
間
に
お
い
て
輪
王
寺
宮
が
緩
衝
役
と
し
て
機
能
し
て
い
た

事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
　
比
較
か
ら
み
る
輪
王
寺
宮

第
一
節
　
附
弟
の
選
定

　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
に
選

出
さ
れ
た
事
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
前
後
し
て
宮
門
跡
の

附
弟
が
選
出
さ
れ
た
事
例
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
寛
延
三
年
の

圓
照
寺
宮
と
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
梶
井
宮
・
青
蓮
院

宮
・
聖
護
院
宮
・
林
丘
寺
宮
で
あ
る
。
輪
王
寺
宮
が
江
戸
幕
府

の
影
響
を
強
く
受
け
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
宮
門
跡
は
皇

族
と
の
関
係
を
重
要
視
し
た
所
謂
一
般
的
な
宮
門
跡
と
な
っ
て
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い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
門
跡
の
附
弟
の
選
出

過
程
を
取
り
上
げ
、
輪
王
寺
宮
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

　
『
兼
胤
記
』
に
お
い
て
最
初
に
附
弟
の
話
が
出
て
く
る
の
は
圓

照
寺
宮
で
あ
る
。
圓
照
寺
と
は
後
水
尾
天
皇
の
第
一
皇
女
で
あ

る
文
智
女
王
を
祖
と
し
た
宮
門
跡
（
比
丘
尼
御
所
）
で
あ
り
、

圓
照
寺
宮
の
附
弟
の
要
望
に
関
し
て
は
寛
延
三
年
六
月
十
五
日

条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

六
月
十
五
日
隆
英
卿
被
申
趣
、

　

中（
職
仁
親
王
）

務
卿
宮
姫
（
文
亨
女
王
）
宮　
嵩
宮
、五
才
、
仙
（
桜
町
上
皇
）
洞
御
養
子
ニ
被
遊
、
圓
照

寺
江
御
附
弟
ニ
被
遣
候
様
ニ
、
兼
ゝ
大（

永

応

女

王

）

聖
寺
前
住
宮　

仙
洞

江
御
願
御
座
候
處
、
當
三
月
廿
三
日
、
前
住
宮
を
被
召
、
嵩

宮
御
養
子
ニ
被
遊
、
圓
照
寺
附
弟
ニ
可
被
遣
候
、
秋
上
京
之

節
、
表
向
可
被　

仰
出
候
由
、
仙
洞
前
住
宮
江
仰
ニ
御
坐
候
、

四
月
八
日
、
嵩
宮
被
召
於　

御
前
、
前
住
宮
と
御
引
合
被
爲

有
候
事
ニ
候
、
右
之
通
之　

旧
（
桜
町
上
皇
）
院
思
召
候
間
、
禁
中
江
被
仰

進
候
、　

思
召
之
通
ニ
被　

仰
出
候
様
ニ
被
遊
度
、
大

（
二
条
舎
子
）
宮
思

召
候
事
、

　
　
　
　

右
、
強
而
急
候
儀
ハ
無
之
候
由
事
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

七
～
八
〕

　

こ
こ
で
は
第
三
代
圓
照
寺
宮
で
あ
る
永
応
女
王
が
、
文
亨
女

王
を
附
弟
と
し
た
い
旨
を
故
桜
町
上
皇
に
伝
え
て
い
る
。
永
応

女
王
は
霊
元
天
皇
の
第
十
一
皇
女
で
あ
る
一
方
で
、
文
亨
女
王

は
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
の
第
二
王
女
で
あ
り
、
輪
王
寺
宮
と
同

じ
く
天
皇
家
出
身
者
か
ら
親
王
家
出
身
者
へ
と
切
り
替
わ
っ
た

宮
門
跡
と
な
っ
て
い
る（
一
四
）。
ま
た
文
亨
女
王
の
選
出
理
由
そ

の
も
の
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
職
仁
親
王
は
霊
元
天
皇

の
第
十
七
皇
子
で
あ
り
、
血
筋
上
近
い
人
物
が
選
ば
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
圓
照
寺
宮
の
特
徴
と
し
て
「
嵩
宮
被
召
於　

御
前
、
前

住
宮
と
御
引
合
被
爲
有
候
事
ニ
候
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
桜
町
上
皇

の
御
前
で
門
跡
と
そ
の
附
弟
が
対
面
し
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
輪
王
寺
宮
を
比
較
の
た
め
に
挙
げ
る
と
、
公
遵
法

親
王
が
公
啓
法
親
王
へ
と
「
自
輪
門
被
登
使
者
竹

（
公
啓
法
親
王
）
門
江
直
ニ

被
仰
入
候
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
〇
年　

一
八
～
一
九
〕
と
、
兼
胤
へ
と
報
告
は
入
れ
つ
つ
も
そ
の
交
渉

自
体
は
公
遵
法
親
王
と
公
啓
法
親
王
の
二
者
間
で
行
わ
れ
て
い

る
。
後
に
取
り
上
げ
る
他
の
宮
門
跡
の
事
例
に
お
い
て
も
同
様

の
事
例
は
見
ら
れ
ず
、
圓
照
寺
独
自
の
事
例
と
言
え
る
が
、
桜

町
上
皇
が
直
接
的
に
関
わ
っ
た
事
で
、
桜
町
上
皇
の
皇
太
后
で
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あ
る
二
条
舎
子
も
附
弟
実
現
の
た
め
に
積
極
的
に
関
わ
る
事
と

な
り（
一
五
）、
非
常
に
強
力
な
後
ろ
盾
の
も
と
、
附
弟
の
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

圓
照
寺
の
次
の
事
例
と
し
て
、
第
二
代
林
丘
寺
宮
元
秀
女
王

が
薨
去
し
た
林
丘
寺
宮
に
触
れ
て
い
く
。
元
秀
女
王
が
薨
去
し

た
際
の
記
録
は
次
の
宝
暦
二
年
六
月
七
日
条
の
通
り
で
あ
る
。

一 

林（
元
秀
女
王
）

丘
寺
宮
薨
去
之
屆
書
、
黄
昏
兩
人
持
參
于
攝
政
殿
申
入
、

五
日
・
六
日
・
今
日
三
个

度
容
躰
書
、
被
指
出
了
、

參　

内
可
令
言
上
之
由
被
命
、
且
依
元
祿
二

年
寶（

義
山
理
忠
）

鏡
寺
宮
・
元
祿
十
年
圓（
文
智
女
王
）

照
寺
宮
例
、
不
及
廢
朝
、
御

愼
ニ
も
不
及
、
自
今
日
三
个
日　

宮
中
被
止
物
音
可
燃
被

存
、
此
旨
議
奏
中
被
沙
汰
候
様
ニ
可
申
達
被
命
、
兩
人
參　

内
、
附
別
當
林
丘
寺
宮
薨
之
事
言
上
、
且
攝
政
被
命
之
趣

申
入
、
卽
被
言
上
候
、
自
今
日
至
九
日
三
个
日
宮
中
被
止

物
音
之
由
被　

仰
出
候
由
、
大

（
葉
室
賴
要
）
理
被
示
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
二
三
〕

　

林
丘
寺
宮
と
は
後
水
尾
天
皇
の
第
八
皇
女
で
あ
る
元
瑶
女
王

を
祖
と
し
た
宮
門
跡
（
比
丘
尼
御
所
）
で
あ
り
、
元
秀
女
王
の

薨
去
に
際
し
て
は
、
先
例
か
ら
廃
朝
は
行
わ
ず
に
三
日
間
の
宮

中
鳴
物
停
止
の
み
行
う
事
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
先
例
と
し
て

挙
げ
て
い
る
宝
鏡
寺
宮
・
円
照
寺
宮
は
そ
れ
ぞ
れ
比
丘
尼
御
所

で
あ
り
、
同
じ
宮
門
跡
で
あ
っ
て
も
、
比
丘
尼
御
所
か
否
か
で

そ
の
扱
い
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
廃
朝
に
関
し
て
は
宮
門

跡
全
般
で
三
日
間
の
廃
朝
が
行
わ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
輪

王
寺
宮
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
薨
去
時
の
対
応

は
、
比
丘
尼
御
所
の
み
個
別
の
対
応
が
採
ら
れ
て
い
る
事
が
わ

か
る
。

　

元
秀
女
王
の
薨
去
後
、
林
丘
寺
宮
に
は
附
弟
が
定
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
が
次
の
宝
暦
二
年
六

月
十
日
条
で
あ
る
。

一 

御
附
申
、
林
丘
寺
宮
附
弟
有
之
否
、
讃（
酒
井
忠
用
）

岐
守
承
度
由
申
之

由
也
、
當
時
附
弟
無
之
、
追
而
可
被
相
願
之
由
、
兩
人
答

遣
、
此
趣
、以
書
付
相
達
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
二
四
〕

　
「
當
時
附
弟
無
之
」
と
附
弟
が
当
時
存
在
し
な
か
っ
た
事
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
職
仁
親
王
日
記
』
に
よ
る
と
元
秀

女
王
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
月
二
十
二
日
条
に
、
有
栖
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川
宮
の
文
亨
女
王
を
附
弟
と
し
た
い
旨
を
職
仁
親
王
に
伝
え
て

い
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
「
急
ゝ
難
致
由
被
申
」

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修　

二
〇
一
八
年　

二
二
七
〕
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
、
結
果
附
弟
が
定
め
ら
れ
な
い

ま
ま
元
秀
女
王
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
秀

女
王
は
霊
元
天
皇
の
第
九
皇
女
で
あ
り
、
圓
照
寺
宮
の
項
で
述

べ
た
よ
う
に
、
文
亨
女
王
は
霊
元
天
皇
の
血
筋
に
連
な
る
た
め
、

血
筋
で
考
え
れ
ば
文
亨
女
王
を
附
弟
と
考
え
る
事
は
妥
当
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
閑
院
宮
か
ら
選
出
さ
れ
る
形
で
附
弟
が
定
め
ら
れ
た
。
そ

の
時
の
記
録
が
次
の
宝
暦
二
年
七
月
二
十
八
日
条
で
あ
る
。

一 

林
丘
寺
故
宮
附
弟
閑（

直

仁

親

王

）

院
彈
正
尹
宮
末
子
八（
八
十
子
女
王
）

千
宮
三
才
、相
續
之

儀
願
、
且
往
ゝ
者　

禁
中
御
猶
子
も
可　

被
願
故
宮
被
申

置
之
由
、
附
弟
之
事
上
﨟
始
一
統
願
存
之
由
、
家
司
赤
尾

主
殿
・
北
村
右
近
願
書
并
閑
院
宮
ゟ
被
指
出
願
書
、
攝
政

殿
江
申
入
、
追
而
可
被
命
之
由
也
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
六
〇
〕

　

附
弟
の
要
望
が
断
ら
れ
る
と
い
う
事
例
は
非
常
に
珍
し
く
、

理
由
を
記
す
記
録
も
存
在
し
な
い
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を
明

ら
か
に
す
る
事
は
出
来
な
い
が（
一
六
）、
有
栖
川
宮
が
断
っ
た
宮

門
跡
を
閑
院
宮
が
跡
を
継
ぐ
形
に
な
っ
て
お
り
、
宮
門
跡
の
附

弟
の
決
定
に
は
、
附
弟
を
差
し
遣
わ
す
親
王
家
側
の
意
向
も
関

わ
っ
て
い
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　

林
丘
寺
宮
の
次
の
宮
門
跡
と
し
て
は
、
林
丘
寺
宮
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
附
弟
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
聖
護
院
宮
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
次
の
宝
暦
二
年
六
月
十
日
条
で
あ
る
。

一 

聖（
忠
譽
法
親
王
）

護
院
宮
長
病
候
処
、
快
復
難
測
ニ
付
、
實（
増
賞
法
親
王
）

相
院
宮
法
流

之
儀
ニ
候
間
、
爲
附
弟
相
續
之
儀
願
書
并
移
轉
之
例
書
、
攝

政
殿
江
申
入
、
卽
被
言
上
候
、
願
之
通
被　

仰
出
度　

思

召
之
由
、
關
東
江　

御
内
慮
可
申
達
被　

仰
出
之
由
被
命
、

願
書
・
例
書
被
出
之
了
、
願
書
・
例
書
寫
在
御
用
帳
、

此
儀
、
實
相
院
宮
共
内
談
有
之
哉
、
於
同

方
坊
官

江
被
尋
候
処
、
内
談
無
之
由
ニ
付
、
被
仰
出
上
實
門

被
及
違
背
候
而
ハ
如
何
故
、
坊
官
江
示
含
、
園
宰
相

を
以
實
門
御
實
父
中
務
卿
宮
へ
被
申
入
、
實
門
之
御

内
存
被
尋
試
候
処
、　

勅
諚
之
上
ハ
違
背
有
間
敷
由
被

申
趣
也
、
其
趣
、
坊
官
同

へ
告
ニ
付
、
今
日
及
披
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露
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
二
四
〕

　

第
三
十
四
代
聖
護
院
宮
で
あ
る
忠
譽
法
親
王
が
病
の
快
復
が

困
難
で
あ
る
た
め
に
、
実
相
院
宮
で
あ
る
増
賞
法
親
王
を
そ
の

附
弟
と
定
め
て
移
転
さ
せ
た
い
旨
を
朝
廷
へ
と
伝
え
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
忠
譽
法
親
王
は
増
賞
法
親
王
へ
と
継
が
せ
た
後
に

つ
い
て
は
「
當
宮
ニ
ハ
照
高
院
江
被
隠
居
度
由
を
も
被
願
候
へ

共
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
二
六
〕

と
隠
居
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
聖
護
院
宮
の
最
大
の
特
徴
は
、
附
弟
を
決
定
す
る
過
程

が
非
常
に
輪
王
寺
宮
と
似
通
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
忠

譽
法
親
王
は
病
を
理
由
に
隠
居
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、
輪

王
寺
宮
に
お
い
て
も
同
様
の
理
由
で
公
遵
法
親
王
か
ら
公
啓
法
親

王
へ
と
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
の
宝
暦
二
年
八
月
二
十
八
日

条
で
あ
る
。

一 

日（
公
遵
法
親
王
）

光
准
后
宮
依
病
身
、
願
之
通
去
廿
三
日
隠
居
、

新（
公
啓
法
親
王
）

宮
職
務
御
相
続
被
仰
出
候
、
准
后
御
事
随
自
意
院
与
唱

申
之
段
、
老
中
よ
り
示
来
之
由
、
從
讃
岐
守
申
越
了
、
廿
九

日
、同

被
沙
汰
之
由
也
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年

　

一
七
八
～
一
七
九
〕

　

ま
た
忠
譽
法
親
王
は
中
御
門
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
る
一
方

で
、
増
賞
法
親
王
は
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
の
第
四
皇
子
で
あ
り
、

公
遵
法
親
王
と
公
啓
法
親
王
の
関
係
性
と
同
様
に
、
天
皇
家
か

ら
親
王
家
へ
と
引
き
継
が
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る（
一
七
）。
更
に

増
賞
法
親
王
は
本
来
実
相
院
宮
の
跡
を
継
ぐ
予
定
の
人
物
で
あ

り
、
曼
殊
院
宮
か
ら
輪
王
寺
宮
へ
と
移
転
し
た
公
啓
法
親
王
と

同
様
に
、
実
相
院
宮
か
ら
移
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
相
院
宮

は
増
賞
法
親
王
の
移
転
後
約
二
十
六
年
も
の
間
無
住
の
宮
門
跡

と
な
っ
て
お
り
、
輪
王
寺
宮
の
時
と
同
様
に
、
深
刻
な
皇
子
不

足
の
た
め
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
輪
王
寺
宮
と
は
異
な
る
点
も
存
在
す

る
。
そ
れ
は
曼
殊
院
宮
と
輪
王
寺
宮
に
は
全
く
関
連
性
が
な

か
っ
た
一
方
で
、
実
相
院
宮
と
聖
護
院
宮
は
、
園
城
寺
を
総
本

山
と
し
た
天
台
宗
寺
門
派
三
門
跡
の
う
ち
の
二
つ
と
な
っ
て
お

り
、
密
接
な
関
係
が
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る（
一
八
）。
こ
の
た

め
輪
王
寺
宮
で
は
曼
殊
院
宮
が
無
住
と
な
る
事
が
問
題
視
さ
れ
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た
の
に
対
し
て
、
聖
護
院
宮
に
お
い
て
は
実
相
院
宮
が
無
住
と

な
る
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
大
き
く
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

あ
く
ま
で
宝
暦
二
年
七
月
十
九
日
条
に
て
「
實
門
附
弟
之
事
、

相
應
之
人
躰
有
之
候
ハ
ゝ
可
被
願
之
由
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂

所　

編　

一
九
九
五
年　

一
五
三
〕
と
、
実
相
院
宮
に
相
応
し

い
人
物
が
い
れ
ば
伝
え
る
よ
う
に
確
認
す
る
に
留
め
て
い
る
。

　

聖
護
院
宮
の
次
に
見
る
の
は
比
叡
山
の
三
室（
一
九
）の
一
つ
で

あ
る
梶
井
宮
で
あ
る
。
梶
井
宮
に
つ
い
て
は
次
の
宝
暦
二
年
七

月
八
日
条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一 

梶
（
叡
仁
法
親
王
）

井
宮
年
來
所
勞
、
快
氣
之
程
も
難
測
ニ
付
、
有（

職

仁

親

王

）

栖
川
中
務
卿

宮
末
子
百
宮
二
才
、附
弟
之
儀
、
梶
井
・
有
栖
川
兩
宮
ゟ
之
願

書
、
并　

主
上
御
成
長
之
後
御
養
子
之
儀
兼
而
被
願
置
之

由
兩
宮
ゟ
之
願
書
、
已
上
四
通
、
攝
政
殿
江
申
入
、
先
兩

人
方
ニ
可
預
置
候
、
追
而
可
被
命
、
其
節
可
披
露
之
由
也
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年

　

一
四
二
～
一
四
三
〕

　

こ
れ
は
聖
護
院
宮
や
輪
王
寺
宮
と
同
様
に（
二
〇
）、
梶
井
宮
叡

仁
法
親
王
の
病
か
ら
の
快
復
が
見
込
め
な
い
た
め
に
、
有
栖
川

宮
職
仁
親
王
の
第
九
皇
子
で
あ
る
百
宮
（
常
仁
法
親
王
）
を
附

弟
と
し
た
い
旨
が
梶
井
宮
及
び
有
栖
川
宮
の
両
方
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
百
宮
は
い
ま
だ
時
の
天
皇
の
養
子
に
定
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
合
わ
せ
て
桃
園
天
皇
の
成
長
後
に

養
子
と
定
め
る
事
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
附
弟
を
願
い
出
さ
れ
た
梶
井
宮
で
あ
っ
た
が
、
百

宮
が
梶
井
宮
の
附
弟
と
な
る
事
が
認
め
ら
れ
た
事
が
宝
暦
二
年

八
月
十
六
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一 

於
同

亭
、
予
立
合
、
召
寄
有
栖
川
宮
諸
大
夫
中
川
壹
岐

守
・
梶
井
宮
坊
官
山
本
民
阝
卿
兩
人
、
列
坐
申
渡
、
百
宮

附
弟
相
續
之
儀
御
願
之
通
被　

仰
出
之
由
、
且
御
養
子
之

儀
被
願
置
候
へ
共
、
是
ハ
當
時
難
被
及
御
貪
着
候
、
御
成

長
之
後
更
御
願
可
有
之
段
申
渡
、
兩
使
承
伏
、
宮
江
可
申

達
之
由
也
、

　
　
　
　

於
次
間
、
御
養
子
之
願
書
、
以
雜
掌
返
却
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
一
〕

　

こ
こ
で
は
附
弟
に
つ
い
て
「
附
弟
相
續
之
儀
御
願
之
通
被　

仰
出
之
由
」
と
特
に
問
題
も
な
く
百
宮
が
梶
井
宮
の
附
弟
に
定
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め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
桃
園
天
皇
の
養
子
と
す
る
事
を
事

前
に
約
束
す
る
事
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
願
書
そ
の
も
の

を
返
却
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
章
に
て
触
れ

た
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
に
則
っ
た
判
断
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
融
通
の
利
か
な
い
判
断
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の

た
め
有
栖
川
宮
と
梶
井
宮
は
こ
の
養
子
に
関
す
る
決
定
に
反
発

し
、
宝
暦
二
年
八
月
二
十
四
日
条
に
三
度
目
の
養
子
の
願
書
を

兼
胤
へ
提
出
す
る
事
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
次
の
通
り
で
あ
る
。

一 

有
栖
川
宮
・
梶
井
宮
ゟ
百
宮
御
養
子
之
儀
被
願
置
之
旨
先

達
而
被
指
出
候
書
付
、
被
留
置
候
様
ニ
と
の
願
書
、
攝
政

殿
申
入
、
及
三
度
候
儀
、
乍
然
攝
政
殿
御
披
見
ニ
而
ハ
留

置
候
様
ニ
共
難
被
命
候
間
、
攝
政
殿
江
ハ
不
申
入
分
ニ
而
、

兩
人
心
得
ニ
而

所
ニ
可
留
置
之
由
被
命
了
、
仍
兩
人
相

談
、
兩
宮
之
願
書
二
通
長
送
り
之
箱
ニ
入
置
、
兩
宮
江
ハ

有
無
之
返
答
不
申
入
、
右
之
通
取
計
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
七
〕

　

兼
胤
は
、
こ
の
願
書
を
攝
政
の
一
条
道
香
に
見
せ
て
し
ま
っ

て
は
再
度
願
書
を
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
、
願

書
に
関
し
て
は
武
家
伝
奏
の
預
か
り
に
す
る
形
で
受
け
取
っ
て

い
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
桃
園
天
皇
が
幼
年
で
あ
る
た
め
に
発
生
し
た
混
沌
と
し
た

事
例
の
一
つ
で
あ
り
、
兼
胤
が
気
を
回
す
事
で
悪
化
す
る
前
に

治
め
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
事
例
は
、
宮
門
跡
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
養

子
（
も
し
く
は
猶
子
）
で
あ
る
事
が
重
要
な
の
か
を
示
し
て
い

る
。
深
刻
な
皇
子
不
足
か
ら
親
王
家
出
身
者
が
宮
門
跡
と
な
る

事
自
体
は
既
に
一
般
化
し
た
時
代
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ

は
時
の
天
皇
の
養
子
（
も
し
く
は
猶
子
）
と
い
う
形
で
担
保
す

る
事
で
、
宮
門
跡
の
格
を
下
げ
る
事
な
く
維
持
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

宮
門
跡
の
格
に
対
す
る
意
識
は
、
次
に
取
り
扱
う
青
蓮
院
宮

に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
青
蓮
院
宮
は
宝
暦

二
年
七
月
十
九
日
条
に
「
靑（

尊
英
法
親
王
）

蓮
院
宮
御
所
勞
自
昨
夜
急
變
有
之
」

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
五
一
〕
と
、

先
代
の
尊
英
法
親
王
が
唐
突
に
亡
く
な
っ
た
事
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
附
弟
の
問
題
に
つ
い
て
同
日
条
中
に
次
の
よ
う
に
議
論

さ
れ
て
い
る
。
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一 

靑
蓮
院
宮
よ
り
被
示
、
當
春
以
来
所
勞
之
処
、
此
節
被
及

難
澁
候
、
因
茲
附
弟
之
儀
被
願
度
候
へ
共
、
不
被
片
付
人

躰
無
之
候
間
、
以
格
別
之　

思
召
早
速
御
用
ニ
被
相
立
候

人
躰
被　

仰
出
候
様
ニ
被
願　
　

存
之
由
、
口
上
覺
坊
官

大
谷
治
阝
卿
持
來
、
兩
人
參
攝
政
殿
御
亭
、
右
之
願
書
入

御
覽
、
命
云
、
被
成
御
承
知
候
、
三
室
ハ
格
別
之
儀
故
、

無
住
ニ
而
被
指
置
間
敷
候
、
相
應
之
附
弟
相
續
有
之
候
様

ニ
可
被
成
御
取
計
候
段
可
申
達
候
、
此
願
重
事
ニ
候
、
使

者
口
上
覺
ニ
而
ハ
如
何
ニ
候
、
靑
蓮
院
宮
勅
願
書
兩
人
宛

ニ
被
書
改
被
指
出
候
様
ニ
可
申
達
同
被
命
、
且
先
此
趣
、

參　

女
院
御
所
言
上
、
附
弟
之
儀
外
ニ
人
躰
も
無
之
候
間
、

一
乘
院
相
續
之
喜（

尊
真
法
親
王
）

久
宮
御
取
か
へ
し
靑
蓮
院
宮
附
弟
相
續

候
様
ニ
、
關
東
江
御
内
慮
被　

仰
遣
候
様
可
被
取
計
候
間
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
五
三
〕

　

こ
こ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、「
三
室
ハ
格
別
之
儀
故
、
無
住

ニ
而
被
指
置
間
敷
候
」
と
、
比
叡
山
の
三
室
は
格
別
で
あ
る
事

を
示
し
、
そ
の
た
め
に
無
住
で
あ
る
事
は
避
け
た
い
旨
を
わ
ざ

わ
ざ
言
及
し
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
じ
宮
門
跡
で
あ
っ

て
も
朝
廷
内
に
お
い
て
は
三
室
と
そ
の
他
で
は
扱
い
が
異
な
り
、

附
弟
に
関
し
て
も
意
識
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
事
が
明
言
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
青
蓮
院
宮
と
な
る
人
物
に
関
し
て

も
「
相
應
之
附
弟
相
續
有
之
候
様
ニ
可
被
成
御
取
計
候
段
可
申

達
候
」
と
、
相
応
の
格
式
が
あ
る
人
物
で
あ
る
事
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
既
に
一
乗
院
宮
を
相
続
す
る
予
定
で
あ
っ
た
尊
真
法

親
王
を
「
御
取
か
へ
し
」
し
て
青
蓮
院
宮
を
相
続
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
な
お
一
乗
院
宮
か
ら
青
蓮
院
宮
へ
の
移
転
を
わ
ざ

わ
ざ
「
御
取
か
へ
し
」
と
表
現
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
点
で

あ
る
。
例
え
ば
聖
護
院
宮
に
お
い
て
は
実
相
院
か
ら
聖
護
院
へ

の
「
移
轉
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
青
蓮
院

宮
が
ど
れ
だ
け
格
別
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
る
。
ま

た
尊
真
法
親
王
は
伏
見
宮
の
皇
子
で
あ
る
が
、
故
桜
町
上
皇
の

養
子
で
あ
り
、
梶
井
宮
に
お
け
る
養
子
の
問
題
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
格
式
上
問
題
の
な
い
人
物
で
あ
る
事
が
伺
い
知
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
宮
門
跡
の
格
式
の
問
題
は
、
移
転
先
の

青
蓮
院
宮
よ
り
も
、
移
転
元
で
あ
る
一
条
院
宮
の
方
で
問
題
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
暦
二
年
七
月
二
十
三
日
に
一
条
院
の

坊
官
達
か
ら
「
何
と
そ
其
御
沙
汰
ニ
不
及
候
様
ニ
願
存
之
由
」

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
五
六
〕
と
尊

真
法
親
王
の
青
蓮
院
宮
へ
の
移
転
に
反
対
す
る
願
書
が
提
出
さ
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れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
書
は
受
理
さ
れ
ず
に
差
し
返
さ
れ
る

事
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
一
乗
院
宮
の
候
補
者
を
提
案
す
る
形

で
の
懐
柔
を
試
み
て
い
た
。
そ
れ
が
次
の
宝
暦
二
年
八
月
十
三

日
条
の
記
述
で
あ
る
。

一 

攝
政
殿
被
命
、
今
日　

女
院
江
被
召
大
典
侍
、
一
乘
院
相

續
之
事
前
住
宮
被
相
願
候
、
無

儀
与
被
思
召
候
間
、

中（
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
）

務
卿
宮
末
子
季
宮
・
式
（
京
極
宮
家
仁
親
王
）

阝
卿
宮
末
子
良
宮
右
兩
宮
之
中

相
續
相
願
候
様
、
攝
政
殿
御
取
計
候
様
ニ
被　

仰
出
候
、

同

參
有
栖
川
宮
季
宮
相
續
被　

仰
出
候
者
可
被
申
御
請

哉
可
尋
合
、
予
參
京
極
宮
、
良
宮
相
續
候
者
御
請
可
被
申

哉
可
尋
之
由
被
命
、
兩
人
兩
宮
江
行
向
、

中
務
卿
宮
御
請
ニ
云
、

忝
存
候
、
乍
然
式
阝
・
兵
阝
兩
宮
之
世
話
ニ
而
、

勢
州
高
田
專
修
寺
附
弟
内
約
候
間
、
相
願
候
儀
ハ

難
被
致
候
、　

上
よ
り
推
而
被　

仰
下
候
ハ
ゝ
、

御
請
可
被
申
之
由
也
、

式
阝
卿
宮
御
請
云
、

畏
被
承
候
、
乍
然
良
宮
病
身
ニ
候
間
、
何
と
そ
御

斷
被
申
度
候
、
推
而
被　

仰
下
候
ハ
ゝ
、
君
臣
之

儀
違
背
有
間
敷
之
趣
也
、

兩
人
詣
攝
政
殿
、
申
入
右
之
趣
也
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年

　

一
六
八
～
一
六
九
〕

　

こ
こ
で
は
一
条
院
宮
の
候
補
者
と
し
て
、
有
栖
川
宮
の
季
宮

と
京
極
宮
の
良
宮
（
尊
映
親
王
）
の
二
名
が
そ
の
候
補
者
と
し

て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
な
お
有
栖
川
宮
に
つ
い
て
は
専
修
寺
と

の
附
弟
の
内
約
が
、
京
極
宮
に
つ
い
て
は
病
を
理
由
に
一
条
院

宮
附
弟
は
難
し
い
と
し
つ
つ
も
、
勅
諚
な
ら
ば
提
案
を
受
け
入

れ
る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
宮
門
跡
に
つ
い
て
は

各
親
王
家
が
各
々
の
判
断
で
附
弟
に
つ
い
て
決
定
す
る
一
方
で
、

親
王
家
の
事
情
よ
り
も
朝
廷
（
天
皇
）
の
意
向
が
優
先
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
一
乗
院
宮
に
関
す
る
提
案
を
受
け
て
、
最
終
的
に
一
乗

院
配
下
が
出
し
た
結
論
が
次
の
宝
暦
二
年
八
月
二
十
日
条
の
願

書
で
あ
る
。

一 
喜
久
宮
御
取
返
ニ
付
、
一
乘
院
門
室
相
續
之
儀
暫
も
無
住

難
成
寺
柄
ニ
候
間
、
近
年
ニ
も
得
度
可
相
成
宮
方
相
續
被
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仰
付
候
様
ニ
相
願
之
由
、
同
學
惣
代
靈
鷲
院
・
門
下
惣
代

持
寶
院
恵
海
院
淳
勝
・
坊
官
内
侍
原
法
眼
二
条
法
眼
・
家

司
前
田
主
水
連
印
願
書
一
通
、
同
文
官
府
衆
徒
等
願
書
一

通
、
別
紙
、
良
宮
御
相
續
之
儀
願
之
事
、
喜
久
宮
与
御
格

式
御
同
様
願
存
之
事
、
得
度
之
後
ニ
而
も　

御
養
生
親
王　

宣
下
被　

仰
出
候
儀
相
成
哉
之
事
、
以
上
三
个
条
、
同

學
・
門
下
・
坊
官
・
家
司
連
院
願
相
添
、
攝
政
殿
申
入
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
二
〕

　

こ
こ
で
は
御
取
か
へ
し
に
際
し
て
一
乗
院
を
無
住
と
す
る
事

は
避
け
た
く
、
す
ぐ
に
得
度
出
来
る
人
物
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
乗
院
宮
に
は
京
極
宮
の
良
宮
を
希
望
し
た
上
で
、

元
々
一
乗
院
宮
に
な
る
予
定
で
あ
っ
た
尊
真
法
親
王
と
同
格
の

扱
い
を
求
め
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
皇
子
が
不
足

し
て
い
る
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
格
式
を
保
つ
事
を
要
求

し
て
お
り
、
配
下
に
と
っ
て
は
宮
門
跡
の
有
無
そ
の
も
の
よ
り

も
、
寺
格
を
維
持
す
る
事
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
以
降
は
、
一
乗
院
宮
配
下
か
ら
の
願
書
を
理
由
に
良
宮

が
一
乗
院
宮
に
定
め
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
摂
政
の

一
条
道
香
が
「
良
宮
相
續
之
儀
、　

思
召
を
以
被　

仰
出
義
、
同

學
已
下
ゟ
依
願
御
沙
汰
有
之
訳
ニ
而
無
之
間
」〔
東
京
大
学
史
料

編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
四
〕
と
、
一
乗
院
宮
配
下

の
願
書
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
天
皇
の
思
召
の
も
と
一
乗
院
宮

を
決
定
す
る
旨
を
伝
え
、
願
書
に
つ
い
て
は
一
乗
院
宮
配
下
へ

と
返
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
翌
日
宝
暦
二
年
八
月

二
十
二
日
条
に
は
「
一
乘
院
相
続
之
事
、
彼
門
下
至
衆
徒
可
及

騒
動
之
処
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
五
〕
と
一
乗
院
宮
配
下
に
騒
動
を
招
き
、「
於
寺
格
是
迄
之

通
ト
被　

仰
出
候
様
仕
度
候
」〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

一
七
五
～
一
七
六
〕
と
、
寺
格
が
こ
れ
ま
で
と

は
変
わ
ら
な
い
事
を
明
言
す
る
事
で
こ
の
騒
動
を
治
め
て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
騒
動
に
お
い
て
も
、
寺
格
の
維
持
が
い
か
に
重

要
事
項
で
あ
っ
た
か
見
て
取
れ
る
。
ま
た
こ
の
騒
動
は
、
聖
護

院
宮
の
時
と
同
様
に
、
一
条
道
香
が
我
を
通
し
た
た
め
に
起

こ
っ
た
騒
動
で
あ
り
、
い
か
に
不
安
定
な
時
期
で
あ
っ
た
か
を

指
し
示
す
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
宮
門
跡
に
お
け
る
附
弟
の
選
出
に
つ
い
て
見
て
来

た
が
、
親
王
家
出
身
者
に
よ
る
相
続
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
た

宮
門
跡
社
会
に
お
け
る
附
弟
の
選
出
の
過
程
や
そ
の
基
準
が
明
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ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
附
弟
選
出
の
過
程
に
お
い

て
は
、
⑴
同
じ
宮
門
跡
で
あ
っ
て
も
比
叡
山
三
室
な
ど
一
定
の

寺
格
を
持
つ
も
の
が
優
先
さ
れ
、
⑵
⑴
の
宮
門
跡
に
お
い
て
は

朝
廷
（
摂
政
）
が
中
心
と
な
り
、
移
転
さ
せ
て
で
も
無
住
に
な

ら
な
い
よ
う
に
附
弟
を
定
め
、
⑶
⑴
以
外
の
宮
門
跡
に
お
い
て

は
親
王
家
と
門
跡
間
で
交
渉
す
る
形
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
附
弟
の
基
準
に
お
い
て
は
ⅰ
天
皇
家
と
の
血
筋
の
近
い

者
、
ⅱ
既
に
天
皇
の
養
子
に
定
め
ら
れ
て
い
る
者
、
ⅲ
先
代
と

そ
の
格
が
変
わ
ら
な
い
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
門
跡
や
親
王
家
の

皇
子
の
状
況
に
合
わ
せ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
準
は
輪
王
寺
宮
に
お
い
て
も
同
様
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
⑴
輪
王
寺
宮
は
東
叡
山
宮
門
跡
と
し
て
一
定
の

寺
格
を
有
す
る
宮
門
跡
で
あ
り
、
⑵
江
戸
幕
府
が
中
心
と
な
る

も
の
の
、
曼
殊
院
門
跡
か
ら
移
転
さ
せ
て
で
も
無
住
に
な
る
事

を
避
け
、
ⅰ
公
啓
法
親
王
は
東
山
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、
ⅱ
中

御
門
天
皇
の
養
子
に
も
な
っ
て
お
り
、
ⅲ
中
御
門
天
皇
皇
子
で

あ
る
先
代
の
公
遵
法
親
王
か
ら
格
が
そ
こ
ま
で
下
が
ら
な
い
人

物
と
し
て
公
啓
法
親
王
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
か
ら
輪
王
寺
宮
は
江
戸
幕
府
が
大
き
く
関
わ
る
宮
門

跡
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
附
弟
の
選
出
に
お
い
て
は
既
存
の
宮

門
跡
社
会
に
同
調
し
た
宮
門
跡
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
節
　
江
戸
幕
府
と
密
接
な
知
恩
院
宮

　

前
節
で
は
朝
廷
を
中
心
と
し
た
宮
門
跡
に
つ
い
て
扱
っ
て
き

た
が
、『
兼
胤
記
』
に
お
い
て
は
、
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
重
要
な
宮
門
跡
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
知
恩
院
宮
で
あ
る
。

知
恩
院
宮
と
は
『
華
頂
誌
要
』
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
が
後
陽

成
天
皇
に
奏
請
す
る
事
で
成
立
し
た
宮
門
跡
で
あ
る
。
そ
の
成

立
経
緯
か
ら
知
恩
院
宮
は
京
都
に
あ
る
宮
門
跡
で
あ
り
な
が
ら
、

江
戸
幕
府
と
の
関
係
が
深
く
、
代
々
徳
川
将
軍
の
猶
子
に
定
め

ら
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　
『
兼
胤
記
』
に
お
い
て
も
知
恩
院
宮
が
徳
川
将
軍
の
猶
子
と
な

る
過
程
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
次
の
宝
暦
二
年
十
月
一

日
条
で
あ
る
。

一 

同
被
示
、
冨（
尊
峰
法
親
王
）

貴
宮
關
東
之
御
猶
子
之
儀
、
坊
官
・
家
司
相

願
度
候
由
申
之
由
、
仍
内
談
之
由
、
例
書
被
附
之
、
尚
加

了
簡
可
及
返
答
之
由
示
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年

　

二
〇
二
～
二
〇
三
〕



－188（19）－

　

こ
こ
に
お
い
て
は
尊
峰
法
親
王
（
冨
貴
宮
）
が
徳
川
家
重
の

猶
子
と
な
り
た
い
考
え
を
朝
廷
に
初
め
て
伝
え
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
猶
子
を
願
っ
た
件
に
つ
い
て
宝
暦
三
年
五
月
六

日
条
に
て
「
御
猶
子
御
領
掌
被
遊
之
由
申
述
」〔
東
京
大
学
史
料

編
纂
所　

編　

一
九
九
七
年　

五
九
〕
と
了
承
さ
れ
て
い
る
。

輪
王
寺
宮
の
公
啓
法
親
王
は
宗
教
行
政
に
関
わ
る
一
方
で
徳
川

家
重
と
の
直
接
的
な
関
係
は
存
在
せ
ず
、
一
方
で
知
恩
院
宮
の

尊
峰
法
親
王
は
宗
教
行
政
に
は
基
本
的
に
関
わ
ら
な
い
一
方
で

徳
川
家
重
と
の
直
接
的
な
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
非
常
に
対
照

的
な
宮
門
跡
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
知
恩
院
宮
と
輪
王
寺
宮
は
、
朝
廷
内
に
お
け
る
扱
い
に

つ
い
て
大
き
く
事
な
る
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
次
の
宝
暦
四

年
二
月
十
八
日
条
で
あ
る
。

一 

冨
貴
宮
親
王
宣
下
・
御
入
寺
・
御
得
度
之
事
、　

御
所
表
江

可
被
成
御
願
之
由
、
坊
官
屆
出
候
、
此
儀
今
度
ハ　

院
御

所
不
被
爲
成
候
故
、
先
例
者
御
願
ニ
不
及
候
へ
共
、
今
度

ハ
御
願
被
成
候
由
申
候
、
然
ハ
關
東
之
御
猶
子
ニ
而
候
間
、

先
關
東
之　

御
内
意
被
窺
、
其
後
御
所
表
江
御
願
有
之
候

様
ニ
致
度
候
間
、
關
東
江
之
御
窺
先
被
指
出
候
様
可
取
計

哉
之
由
也
、
尤
ニ
存
候
間
、
其
通
可
取
計
之
由
答
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
七
年　

二
一
九
〕

　

尊
峰
法
親
王
か
ら
親
王
宣
下
・
入
寺
・
得
度
の
要
望
が
出
さ

れ
る
の
だ
が
、「
然
ハ
關
東
之
御
猶
子
ニ
而
候
間
」
と
徳
川
家
重

の
猶
子
で
あ
る
事
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
方
で
確
認
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
輪
王
寺
宮
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
公

遵
法
親
王
が
公
啓
法
親
王
を
附
弟
と
定
め
た
際
に
、
公
啓
法
親

王
で
問
題
な
い
か
朝
廷
内
（
天
皇
）
に
内
々
で
確
認
し
た
後
に

老
中
を
通
じ
て
附
弟
の
願
書
を
正
式
に
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
。
こ
れ
は
輪
王
寺
宮
が
朝
廷
に
お
け
る
宮
門
跡
秩
序
の
中
に

あ
る
の
に
対
し
て
、
知
恩
院
宮
は
独
立
し
た
存
在
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
知
恩
院
宮
は
、
輪
王
寺
宮
と
同
様
に
、
江
戸
幕

府
と
深
い
関
係
性
を
持
つ
宮
門
跡
で
あ
り
な
が
ら
、
朝
廷
に
お

け
る
認
識
は
大
き
く
異
な
る
宮
門
跡
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
輪
王
寺
宮
の
動
向

　

こ
こ
ま
で
は
『
兼
胤
記
』
に
お
け
る
宮
門
跡
の
記
録
を
比
較
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す
る
事
で
輪
王
寺
宮
に
関
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
本
章
で
は

輪
王
寺
宮
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
述
を
通
し
て
、
輪
王
寺
宮
と

朝
廷
と
の
関
係
性
を
考
察
し
て
い
く
。

　

宝
暦
二
年
十
一
月
に
朝
廷
に
お
い
て
事
件
が
発
生
し
た
。
そ

れ
が
次
の
宝
暦
二
年
十
一
月
十
二
日
条
で
あ
る
。

一 

攝
政
殿
被
仰
、
先
日
兩
人
・
議
奏
衆
申
合
申
入
、
於
番
所

不
法
之
行
跡
有
之
人
躰
、
且
其
段
讃
岐
守
江
申
達
哉
之
事
、

讃
岐
守
江
御
尋
之
処
、
一
往
ニ
而
ハ
不
申
及
再
三
候
処
、

申
云
、
不
行
跡
之
人
躰
ハ
何
分
難
申
候
、
關
東
江
洩
候
ハ

淸
水
谷
宰
相
中
将
ニ
而
、
随（

公
遵
法
親
王
）

自
意
院
宮
江
申
入
、
堀
田
相

模
守
江
通
達
有
之
候
様
ニ
相
聞
へ
候
、
又
去
方
よ
り
ハ
如

此
儀
關
東
江
漏
達
如
何
敷
事
ニ
候
、
自
今
物
事
不
洩
様
ニ

と
申
來
方
も
有
之
由
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年

　

二
二
九
～
二
三
〇
〕

　

こ
れ
は
朝
廷
の
警
備
に
つ
い
て
発
生
し
た
不
祥
事
に
つ
い
て
、

関
東
へ
密
告
し
た
者
が
い
る
事
を
問
題
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
を
所
司
代
に
確
認
を
し
た
所
、
不
祥
事
を
漏
ら
し
た
の

は
清
水
谷
家
季
で
あ
り
、
家
季
が
輪
王
寺
宮
の
公
遵
法
親
王
に

漏
ら
し
た
事
で
、
公
遵
法
親
王
か
ら
堀
田
相
模
守
を
通
じ
て
江

戸
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
朝
廷
内
で
は
こ
の
家
季
の
罪
を

重
く
受
け
止
め
、
宝
暦
二
年
十
一
月
十
七
日
条
に
家
季
の
量
刑

に
つ
い
て
話
し
合
う
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一 

攝
政
殿
被
命
、
一
昨
十
五
日
兩
人
・
議
奏
衆
申
入
淸
水
谷

事
、
被
成
御
思
慮
之
処
、
先
依
有　

思
召
被
除
近
習
、
蟄

居
被　

仰
付
可
然
候
、
尤
息
侍
從
も
可
致
遠
慮
候
段
御
沙

汰
可
然
候
、
其
上
右
申
渡
相
濟　

之
後
、
兩
人
行
向
于
讃

岐
守

宅
、
右
被　

仰
出
候
段
申
達
、　

思
召
之
子
細
ハ
、

常
ゝ
浮
言
乱
説
等
有
之
不
屆
ニ
被　

思
召
ニ
付
、
右
之
通

被　

仰
付
候
、
淸
水
谷
右
之
行
跡
ニ
候
ヘ
ハ
、
随
自
意
院

宮
ハ
近
キ
由
緒
も
有
之
候
間
、
如
何
様
之
儀
可
申
達
哉
難

知
之
間
、
關
東
ニ
も
其
御
心
得
可
有
之
、
勿
論
讃
岐
守
ニ

も
此
旨
可
致
覺
悟
候
、
無
筋
事
取
上
ハ
有
間
敷
ニ
候
へ
共
、

爲
心
得
可
申
達
置
之
由
、
攝
政
殿
被
命
之
由
可
申
達
候

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

二
三
三
〕

　

こ
こ
で
は
清
水
谷
家
へ
謹
慎
処
分
で
あ
る
蟄
居
の
儀
を
課
す
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事
が
確
認
さ
れ
る
が
、
同
時
に
懸
念
事
項
に
つ
い
て
も
話
し

合
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
浮
言
な
言
説
を
行
っ
た
の
は
家

季
で
あ
り
な
が
ら
、
公
遵
法
親
王
を
通
じ
て
漏
れ
出
て
い
る
事

か
ら
、
清
水
谷
家
に
罪
を
課
す
事
で
、
公
遵
法
親
王
に
も
問
題

が
あ
っ
た
よ
う
に
江
戸
幕
府
に
受
け
取
ら
れ
て
は
困
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
宝
暦
二
年
十
一
月
二
十
四
日
条
に
も

記
さ
れ
て
い
る
。

一 

攝
政
殿
被
仰
、
今
日
讃
岐
守
參
于
被
御
亭
ニ
付
、
淸
水
谷

事
被
仰
談
候
処
、
自
讃
岐
守
急
度
只
今
申
達
候
事
ハ
難
仕

候
、
随
自
意
院
宮
被
仰
候
事
、
浮
言
与
申
様
ニ
相
成
候
而

ハ
、
差
支
候
事
も
有
之
間
、
追
而
此
儀
ハ
遂
吟
味
、
無
指

障
時
節
指
人
躰
兩
人
迄
可
申
候
、
先　

禁
中
よ
り
の
輕
キ

御
咎
可
然
候
、
兩
人
を
以
自
今
從
随
自
意
院
宮
被
申
入
候

儀
、
淸
水
谷
浮
言
を
被
承
知
被
申
候
共
無
取
敢
様
ニ
と
年

寄
共
江
被　

仰
遣
候
儀
、
兩
人
を
以
御
達
程
之
儀
ハ
不
苦

候
由
申
ニ
付
、
被
止
蟄
居
之
儀
、
近
習
を
被
除
は
か
り
今

日
可
有
御
沙
汰
之
間
、
召
寄
、
依
有　

思
召
被
除
近
習
之

段
可
申
渡
之
由
、
兩
人
・
議
奏
衆
一
統
ニ
被
命
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
五
年　

二
三
八
〕

　

こ
こ
で
は
公
遵
法
親
王
に
罪
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
は
困

る
た
め
、
家
季
の
浮
言
を
取
り
上
げ
な
い
よ
う
に
江
戸
幕
府
の

方
へ
伝
え
た
上
で
、
蟄
居
の
儀
を
取
り
止
め
、
家
季
を
近
習
か

ら
取
り
除
く
形
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
朝
廷
が

輪
王
寺
宮
に
対
し
て
配
慮
し
て
い
た
事
を
示
す
事
例
と
な
っ
て

い
る
。

　
『
兼
胤
記
』
に
は
こ
の
よ
う
に
輪
王
寺
宮
に
配
慮
し
た
記
録
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
宝
暦
三
年
五
月
二
十
五
日
条
の
記
録
で
も

輪
王
寺
宮
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一 

讃
岐
守
ゟ
、
以
越
中
守
内
ゝ
申
越
云
、
閑
院
宮
御
所
勞
、

若
万
一
之
異
變
有
之
候
共
、
今
廿
五
日
ハ
日
光
御
宮
上
棟
、

廿
七
日
ハ
正
遷
宮
、
廿
八
日
ハ
供
養
ニ
候
間
、
夫
過
候
而

沙
汰
有
之
様
致
度
候
、
讃
岐
守
迄
も
不
申
達
候
様
致
度
候
、

輪
王
寺
宮
ニ
指

有
之
間
、
内
ゝ
ニ
而
此
段
取
計
候
様
、

年
寄
共
之
中
ゟ
申
越
ニ
付
、
内
ゝ
相
達
候
由
也
、
答
承
知

之
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
七
年　

九
〇
〕

　

こ
れ
は
閑
院
宮
の
直
仁
親
王
が
薨
去
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
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直
仁
親
王
は
公
啓
法
親
王
の
父
親
に
あ
た
り
、
日
光
で
は
正
遷

宮
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
儀
式
中
の
公
啓
法
親
王

に
父
親
が
薨
去
し
た
事
を
伝
え
る
事
で
な
に
か
差
し
支
え
る
事

が
あ
っ
て
は
困
る
た
め
、
後
日
に
直
仁
の
薨
去
を
公
表
す
る
事

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
『
兼
胤
記
』
に
お
け
る
輪
王
寺
宮
に
関
す
る
興
味
深
い
記
録
と

し
て
は
、
公
遵
法
親
王
が
病
気
と
な
っ
た
際
の
記
述
も
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
は
次
の
宝
暦
四
年
八
月
五
日
条
で
あ
る
。

一 

輪
門
寺
宮
令
旨
、
去
月
十
一
日
ゟ
随
自
意
院
宮
日
光
中
禪

寺
温
泉
入
湯
候
処
、
多
濕
ニ
被
感
中
痢
疾
ニ
而
度
數
も
相

増
不
⻝
疲
ニ
付
、
武
邊
江
被
申
立
、
醫
師
多
紀
安
元
被
爲

見
候
、
當
時
容
躰
無
心
元
儀
ニ
者
無
之
候
得
共
、
右
之
段

被
申
上
之
由
也
、
攝
政
殿
江
申
入
之
処
、
附
議
奏
可
言
上

之
由
被
命
、
尤
御
尋
等
ニ
ハ
及
間
敷
由
被
仰
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
九
年　

二
八
〕

　

こ
こ
で
は
公
遵
法
親
王
が
温
泉
に
入
っ
た
際
に
そ
の
体
調
を

崩
し
て
容
態
を
悪
化
さ
せ
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記

録
の
興
味
深
い
点
は
、
な
に
よ
り
輪
王
寺
宮
の
体
調
不
良
に
つ

い
て
わ
ざ
わ
ざ
伝
え
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
公
啓
法
親

王
は
既
に
附
弟
に
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
遵
法
親
王
が
体

調
を
崩
し
た
と
し
て
も
そ
こ
ま
で
緊
急
性
は
な
く
、
ま
た
、
死

の
淵
に
瀕
す
る
よ
う
な
状
態
で
も
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
病
気
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
公
遵
法
親
王
に
は
こ
の

後
体
調
は
改
善
さ
れ
、
宝
暦
四
年
十
二
月
二
日
条
に
次
の
よ
う

に
快
復
の
御
礼
を
贈
っ
て
い
る
。

一 

随
自
意
院
宮
病
氣
快
復
ニ
付
、
此
段
被
言
上
度
由
、
輪
門

令
旨
、
附
別
當
言
上
、
返
礼
ニ
御
悦
可
申
遣
哉
之
由
申
入
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

一
九
九
九
年　

一
五
三
〕

　
『
兼
胤
記
』
の
宮
門
跡
に
お
い
て
、
危
急
で
な
い
体
調
の
悪
化

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
は
非
常
に
珍
し
く
、
ま
た
そ

の
後
の
快
復
の
御
礼
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
よ
り
珍
し
い

記
述
と
な
っ
て
い
る（
二
一
）。
そ
の
よ
う
な
記
録
が
わ
ざ
わ
ざ
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
輪
王
寺
宮
と
朝
廷
の
関
係
性
が
い

か
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
四
章
　
輪
王
寺
宮
の
特
徴

　

こ
こ
ま
で
『
兼
胤
記
』
を
通
し
て
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
見
て

来
た
が
、
そ
こ
か
ら
江
戸
時
代
中
頃
に
お
け
る
輪
王
寺
宮
の
特

徴
に
つ
い
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
の
特
徴
と
し
て
は
、
輪
王
寺
宮
が
既
存
の
宮
門
跡
秩
序

の
中
に
当
て
嵌
め
ら
れ
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
成
立

か
ら
、
輪
王
寺
宮
が
江
戸
幕
府
と
の
関
係
性
が
深
い
宮
門
跡
で

あ
る
事
は
最
初
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
一
方
で
輪
王
字
宮

が
朝
廷
を
中
心
と
し
た
宮
門
跡
秩
序
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
様

子
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に
附
弟
の
決
定
に
お
い
て
は
、
輪
王
寺

宮
は
曼
殊
院
宮
か
ら
無
理
矢
理
移
転
を
さ
せ
て
引
き
継
が
せ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
当
時
の
宮
門
跡
に
お
い
て
移
転
と
い

う
方
法
は
、
無
住
を
避
け
る
た
め
に
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た

方
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
兼
胤
記
』
に
お
け
る
輪

王
寺
宮
は
、
朝
廷
を
中
心
と
し
た
宮
門
跡
秩
序
に
同
調
し
た
様

子
が
見
ら
れ
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
輪
王
寺
宮
と
朝
廷
と
の
関
係
性
の
近
さ
が

挙
げ
ら
れ
る
。
清
水
谷
家
季
の
事
例
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
朝
廷
が
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
一
定
の
配
慮
を
す
る
様
子
が

見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
本
論
文
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、

そ
も
そ
も
朝
廷
は
毎
年
三
月
ご
ろ
に
、
江
戸
幕
府
へ
の
年
頭
祝

儀
に
合
わ
せ
て
、
輪
王
寺
宮
に
対
し
て
も
年
頭
祝
儀
を
行
っ
て

お
り
、
毎
年
一
回
は
必
ず
輪
王
寺
宮
を
意
識
す
る
機
会
が
あ
る
。

ま
た
、
日
光
山
の
ト
ッ
プ
と
し
て
宗
教
行
政
に
も
輪
王
寺
宮
は

し
ば
し
ば
登
場
す
る
た
め
、
他
の
宮
門
跡
に
比
べ
て
意
識
す
る

機
会
が
多
い
事
も
朝
廷
と
輪
王
寺
宮
の
関
係
性
の
近
さ
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
中
頃
の
輪
王
寺
宮
は
、
宗
教
上
の

ト
ッ
プ
と
し
て
の
色
が
濃
く
、
妙
法
院
宮
な
ど
他
の
宮
門
跡
の

反
発
を
招
い
て
い
た
初
代
守
澄
法
親
王
の
時
代
に
比
べ
て
、
よ

り
朝
廷
を
中
心
と
し
た
宮
門
跡
秩
序
に
同
調
し
た
存
在
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
い
く
ら

朝
廷
と
の
関
係
性
を
深
め
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
他
の

宮
門
跡
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
事
で
あ

る
。
例
え
ば
公
啓
法
親
王
は
、
輪
王
寺
宮
附
弟
と
な
る
際
に
、

移
転
元
の
曼
殊
院
門
跡
が
無
住
と
な
る
事
を
避
け
る
た
め
に
、

曼
殊
院
宮
も
兼
ね
る
事
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
は
朝
廷
か
ら
あ
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く
ま
で
曼
殊
院
宮
を
預
か
る
の
で
あ
っ
て
、
兼
帯
で
は
な
い
事

を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
形
式
上
兼
帯
と
し
つ
つ
も
実
質

的
に
輪
王
寺
宮
の
支
配
下
に
あ
る
毘
沙
門
堂
を
強
く
意
識
し
た

も
の
で
あ
り
、
曼
殊
院
宮
を
輪
王
寺
宮
の
支
配
下
に
入
る
事
を

避
け
る
た
め
の
措
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
輪
王
寺
宮

は
朝
廷
か
ら
既
存
の
宮
門
跡
秩
序
と
異
な
る
存
在
と
し
て
意
識

さ
れ
て
い
る
面
も
存
在
し
、
一
部
で
は
配
慮
さ
れ
る
一
方
で
、

一
部
で
は
区
別
さ
れ
別
個
の
扱
い
を
受
け
る
と
い
う
、
複
雑
で

多
面
的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
事
が
輪
王
寺
宮
の
最
大
の
特
徴

と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
に
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
『
兼
胤
記
』

を
通
し
て
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
輪
王
寺
宮
の
基
礎
的

な
研
究
が
未
だ
不
十
分
で
あ
る
事
が
そ
の
原
因
で
あ
り
、
本
論

文
は
そ
う
い
っ
た
輪
王
寺
宮
を
研
究
す
る
た
め
の
試
行
錯
誤
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
輪
王
寺
宮
は
日
光
山
の
ト
ッ
プ
と
し
て

江
戸
時
代
に
二
百
年
も
の
間
、
存
続
し
続
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
総
論
的
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
研
究
活
動
を
通
し
て
、
輪
王
寺
宮
に
関
す
る

基
礎
的
な
研
究
を
充
実
さ
せ
る
事
が
輪
王
寺
宮
研
究
に
は
か
か

せ
な
い
の
で
あ
る
。

注（
一
） 

初
め
て
輪
王
寺
宮
を
本
格
的
に
扱
っ
た
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史　

近
世

編
2
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）
や
杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・

門
跡
』（
思
文
閣
史
学
叢
書
、
二
〇
〇
三
）
な
ど

（
二
） 

輪
王
寺
宮
本
人
に
よ
る
日
記
史
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
例
え
ば
輪
王
寺

宮
十
三
代
全
て
の
事
跡
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
研
究
の
軸
と
な
り

え
る
史
料
が
現
状
乏
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

（
三
） 

藤
井
徳
行
「
明
治
元
年
・
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
成
立
に
関
す
る
考
察
―
輪

王
寺
宮
公
現
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
」
手
塚
豊 

編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究

1
』（
北
樹
出
版
、
一
九
八
一
年
）
や
熊
野
秀
一
「
公
現
法
親
王
の
奥
羽

越
列
藩
同
盟
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

三
十
七
』
二
〇
一
三
）
な
ど

（
四
） 

森
田
晃
一
「
東
叡
山
主
・
輪
王
寺
宮
の
浅
草
寺
御
成
に
つ
い
て
」（『
岐
阜

女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
九
八
年
）
や
菅
野
洋
介

「
輪
王
寺
宮
の
御
成
と
浅
草
寺
―
浅
草
寺
日
記
の
分
析
を
中
心
に
」（『
駒

沢
史
学　

九
十
七
』
二
〇
二
一
）
な
ど

（
五
） 

例
え
ば
杣
田
善
雄
は
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』（
思
文
閣
史
学
叢
書
、
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二
〇
〇
三
）
に
て
比
叡
山
の
妙
法
院
宮
と
輪
王
寺
宮
の
比
較
を
行
い
、
い

か
に
輪
王
寺
宮
が
他
の
宮
門
跡
よ
り
宗
教
権
力
上
優
越
し
て
い
る
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

（
六
） 

な
お
『
兼
胤
記
』
は
正
確
に
は
「
公
武
御
用
日
記
」（「
八
槐
御
記
公
武
御

用
部
」
と
も
呼
ば
れ
る
）、「
関
東
下
向
之
記
」、「
東
行
之
日
記
」
な
ど
の

史
料
を
原
題
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
大
日
本
近
世
史
料
と
し
て

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
収
載
・
刊
行
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

に
お
い
て
は
全
十
四
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
明
和
三

年
（
一
七
六
六
）
ま
で
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
未
だ
に
発
刊
作
業
が
続

け
ら
れ
て
い
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
七
） 

ま
た
『
兼
胤
記
』
自
体
は
日
本
史
学
研
究
で
広
く
扱
わ
れ
る
史
料
で
は
あ

る
が
、
輪
王
寺
宮
の
研
究
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
た
事
は
少
な
く
、
新
た
な

視
点
を
も
た
ら
す
研
究
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
八
） 

拙
稿
「
公
啓
法
親
王
か
ら
み
る
輪
王
寺
宮
の
基
礎
研
究
：
近
世
中
期
に
お

け
る
宮
門
跡
継
承
の
変
化
」（
成
城
大
学
常
民
文
化
研
究
会
『
常
民
文
化　

四
十
六
』
二
〇
二
三
）

（
九
） 

既
に
輪
王
寺
宮
以
外
の
宮
門
跡
に
お
い
て
は
四
親
王
家
（
有
栖
川
宮
・
桂

宮
・
閑
院
宮
・
伏
見
宮
）
出
身
の
宮
門
跡
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

親
王
家
か
ら
宮
門
跡
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
な
お
皇
子
が
足
り

ず
、
移
住
さ
せ
て
で
も
輪
王
寺
宮
や
比
叡
山
の
宮
門
跡
秩
序
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

（
一
〇
） 

閑
院
宮
家
は
徳
川
家
宣
の
奏
請
に
よ
り
成
立
し
、
家
宣
か
ら
家
領
が
贈

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
公
啓
法
親
王
の
妹
で
あ
る
倫
子
女
王
は
徳
川
家
宣
と

の
婚
約
を
結
ん
で
お
り
、
徳
川
家
と
閑
院
宮
家
の
関
係
性
の
深
さ
が
窺
い

知
れ
る
。

（
一
一
） 

「
官
位
御
定
」
に
つ
い
て
は
橋
本
政
宣
「
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
を

め
ぐ
っ
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
二

年
）、
林
大
樹
「
宝
暦
事
件
後
の
朝
廷
：
宝
暦
一
二
年
の
蔵
人
頭
任
免
を

中
心
に
」（『
学
習
院
史
学
』
第
五
十
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
一
二
） 

こ
の
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
以
前
か
ら
い
く
つ
か
官
位
に
関
す
る

規
定
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
大
半
は
官
位
を
授
か
る
の
に
必
要
な
年
齢
を

規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
官
位
の
授
与
の
可
否
に
ま
で
事
細
か
に
言
及
し

て
い
る
の
は
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
家
格
や
寺
格
を
維
持
す
る
た
め
に
上
位
の
官
位
の
授
与
を
狙
っ
て
い
た

当
時
の
世
相
に
反
す
る
厳
し
い
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
三
） 

天
皇
の
養
子
・
猶
子
の
要
望
が
桃
園
天
皇
の
皇
子
誕
生
ま
で
保
留
さ
れ

る
件
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
養
子
・
猶
子
の
要
望
は
後

年
に
行
う
よ
う
に
こ
れ
以
降
退
け
ら
れ
て
い
る
。

（
一
四
） 

霊
元
天
皇
は
男
女
合
わ
せ
て
実
に
三
十
五
人
も
の
子
供
が
お
り
、
霊
元

天
皇
以
降
は
大
幅
に
子
供
の
人
数
が
減
少
し
て
い
く
事
か
ら
、
門
跡
寺
院

に
お
け
る
皇
子
不
足
の
事
情
を
伺
い
知
れ
る
。

（
一
五
） 
二
条
舎
子
は
桜
町
上
皇
の
皇
太
后
で
あ
っ
た
た
め
に
、
上
皇
没
後
は
朝
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廷
内
の
ご
意
見
番
と
し
て
重
要
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
普
段
の
政
務

は
一
条
道
香
が
執
り
行
う
一
方
で
、
寛
延
三
年
の
「
官
位
御
定
」
に
お
い

て
は
二
条
舎
子
が
最
初
に
不
審
を
発
し
た
事
で
朝
廷
内
で
再
度
議
論
さ
れ

る
な
ど
、
決
し
て
無
視
出
来
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
六
） 

圓
照
寺
と
林
丘
寺
の
両
者
に
お
い
て
は
圓
照
寺
が
比
丘
尼
御
所
の
第
五

位
な
の
に
対
し
て
林
丘
寺
が
第
六
位
と
い
う
序
列
の
違
い
は
存
在
す
る
が
、

林
丘
寺
宮
の
交
渉
が
な
さ
れ
た
時
点
で
圓
照
寺
宮
の
附
弟
の
交
渉
も
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
様
子
も
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
圓
照
寺
や
林
丘
寺
よ
り

上
位
の
比
丘
尼
御
所
に
お
い
て
も
附
弟
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
存

在
す
る
た
め
、
上
位
の
比
丘
尼
御
所
の
附
弟
を
希
望
し
た
と
考
え
る
に
は

逆
に
有
栖
川
宮
が
な
ぜ
圓
照
寺
附
弟
を
受
け
入
れ
た
の
か
が
不
明
瞭
に
な

り
、
序
列
の
違
い
を
理
由
と
す
る
に
は
現
状
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
一
七
） 

た
だ
し
輪
王
寺
宮
は
公
啓
法
親
王
が
初
め
て
の
親
王
家
出
身
者
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
聖
護
院
宮
に
お
い
て
は
第
三
十
三
代
聖
護
院
宮
で
あ
る
道

承
法
親
王
が
伏
見
宮
邦
永
親
王
皇
子
で
あ
る
他
、
初
代
有
栖
川
宮
で
あ
る

好
仁
親
王
が
一
時
的
に
入
寺
し
た
り
な
ど
、
親
王
家
出
身
者
で
あ
る
事
が

特
別
珍
し
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
一
八
） 

な
お
同
じ
寺
門
派
三
門
跡
の
中
で
も
聖
護
院
宮
は
熊
野
三
山
を
統
轄
す

る
熊
野
三
山
検
校
が
代
々
兼
務
し
て
お
り
、
実
相
院
よ
り
も
聖
護
院
が
優

先
さ
れ
た
理
由
も
こ
の
熊
野
三
山
検
校
を
優
先
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
九
） 

三
室
と
は
比
叡
山
の
青
蓮
院
宮
、
梶
井
宮
、
妙
法
院
宮
の
三
門
跡
寺
院

の
事
を
指
す
。

（
二
〇
） 

た
だ
し
叡
仁
法
親
王
は
翌
年
に
は
薨
去
し
て
お
り
、
輪
王
寺
宮
や
聖
護

院
宮
の
よ
う
な
、
隠
居
を
前
提
と
し
た
附
弟
の
決
定
と
は
ま
た
異
な
っ
た

理
由
で
附
弟
を
定
め
て
い
る
。

（
二
一
） 

公
遵
法
親
王
は
既
に
公
啓
法
親
王
を
附
弟
に
定
め
た
後
で
あ
り
、
後
継

問
題
も
な
い
中
で
快
癒
ま
で
の
一
連
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
記
述
は
他
の

宮
門
跡
で
は
見
ら
れ
な
い
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
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